
東
京
大
気
汚
染
訴
訟
で
東
京
高
裁
が
先
月
二
十
二
日
に
勧
告
し
た
和
解
案
に
対
し
、
原
告
団
を
始
め
、
国
や
東
京
都
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
応
じ
る
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
で
、
和
解
が
成
立
す
る
見
通
し
に
な
っ
た
。
原
告
団
は
、
和
解

案
で
提
示
さ
れ
た
解
決
金
の
一
二
億
円
が
要
求
額
に
比
べ
「
低
き
に
過
ぎ
る
」
と
し
た
も
の
の
、
救
済
制
度
の
創
設
や

公
害
対
策
と
い
っ
た
施
策
を
引
き
出
し
た
こ
と
か
ら
、「
救
わ
れ
る
の
は
原
告
だ
け
で
は
な
い
」
な
ど
と
一
定
の
評
価

を
し
て
受
け
入
れ
を
決
め
た
。
今
後
、
早
け
れ
ば
月
内
の
和
解
成
立
に
向
け
関
係
者
間
で
詰
め
の
協
議
が
続
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
各
地
の
訴
訟
や
関
連
施
策
な
ど
に
そ
の
波
紋
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

「
毎
月
、
原
告
が
一
人
二

人
と
亡
く
な
っ
て
い
く
」。

東
京
高
裁
が

昨
秋
、
和
解
を

勧
告
し
て
以

降
、
都
の
救
済

制
度
創
設
の
提

案
、
国
の
同
制

先
月
二
十
九
日
ま
で
中

国
・
北
京
で
開
催
さ
れ
て
い

た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
０
７
総

会
で
は
、
環
境
管
理
会
計
の

国
際
規
格
化
を
目
指
す
日
本

が
、
秋
頃
の
新
規
提
案
に
向

け
、
主
要
各
国
に
対
す
る
調

整
活
動
を
精
力
的
に
進
め

た
。
そ
の
結
果
、「
お
お
む

ね
好
意
的
な
感
触
を
得
た
」

（
経
済
産
業
省
）
と
い
う
。

今
後
は
各
国
に
対
し
引
き
続

き
働
き
掛
け
を
行
い
、
提
案

や
規
格
化
を
展
開
し
て
い
く

た
め
の
連
携
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
提
案
自
体
の
中
身

を
詰
め
て
い
き
た
い
考
え
。

日
本
が
提
案
を
目
指
す
の

は
、
同
省
が
中
心
に
な
っ
て

普
及
に
取
り
組
む
マ
テ
リ
ア

ル
フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計
と
呼

ば
れ
る
手
法
。
製
造
工
程
の

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

状
況
を
物
量
単
位
と
金
額
単

位
で
把
握
す
る
こ
と
で
、
廃

棄
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス

の
最
小
化
を
図
る
も
の
。

「
大
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
管
理
を
始
め
、
中
小
企

業
や
途
上
国
に
と
っ
て
も
有

来
月
八
日
、
東
京
証
券
取

引
所
の
本
則
市
場
（
一
、
二
、

外
国
各
部
）
に
中
国
の
本
土

企
業
と
し
て
は
初
め
て
、
環

境
保
全
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

会
社
の
中
国
奇
博
（
チ
ャ
イ

ナ
・
ボ
ー
チ
ー
、
本
社
・
英

領
ケ
イ
マ
ン
諸
島
）
が
新
規

上
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
社
は
主
に
石
炭
火
力
発
電

所
で
用
い
ら
れ
る
排
煙
脱

硫
・
脱
硝
シ
ス
テ
ム
の
設

リ
ク
ル
ー
ト
は
二
日
か

ら
、
国
内
総
合
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
「
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
」

（http://www.jalan.net/

）

で
得
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
環

境
保
全
な
ど
の
活
動
を
展
開

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
寄
付
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

提
携
先
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
が
、
社
会
福
祉
、

環
境
保
全
、
青
少
年
育
成
の

各
分
野
に
お
い
て
①
日
本
を

よ
り
元
気
に
す
る
②
旅
行
を

持
続
可
能
に
す
る
③
一
人
ひ

と
り
を
尊
重
し
自
由
に
行
動

国
民
運
動
「
一
人
、
一
日
、

一
ｋ
ｇ
」
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
募
集

―
―
。
環
境
省
は
二
十
日
ま

で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
の
た
め
家
庭
な
ど
で
実
施

で
き
る
取
り
組
み
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
す
る
。

対
象
は
家
庭
、
職
場
、
学

校
、
お
店
や
バ
ス
な
ど
そ
の

で
き
る
喜
び
を
実
現
す
る
―

―
な
ど
の
観
点
か
ら
寄
付
先

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
三
団
体
を

選
定
。
顧
客
は
五
〇
〇
円
分

に
相
当
す
る
一
〇
〇
〇
ポ
イ

ン
ト
単
位
か
ら
寄
付
で
き

る
。当

初
は
、
日
本
自
然
保
護

協
会
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
イ
ベ

ン
ト
協
会
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ

ウ
ス
の
三
団
体
が
対
象
で
、

今
後
三
カ
月
ご
と
に
選
定
す

る
予
定
。

他
の
四
区
分
で
、
排
出
量
の

伸
び
が
著
し
い
業
務
、
家
庭

両
部
門
の
排
出
削
減
と
そ
の

必
要
性
の
周
知
が
狙
い
。
優

秀
な
取
り
組
み
に
は
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
始
め
、
各
賞
が

授
与
さ
れ
る
。

「
一
人
、
一
日
、
一
ｋ
ｇ
」

は
、
安
倍
晋
三
首
相
が
五
月

二
十
四
日
で
発
表
し
た
気
候

変
動
対
策
方
針
「
美
し
い
星

へ
の
い
ざ
な
い
」
で
提
唱
。

Ｃ
Ｏ
２
一
ｋ
ｇ
は
、
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
一
〇
〇
個
分
に
相

当
、
全
国
民
が
実
施
す
れ
ば

年
間
合
計
約
四
七
〇
〇
万
ｔ

に
達
し
、
家
庭
部
門
で
の
削

減
目
標
で
あ
る
同
約
三
八
〇

〇
万
ｔ
を
上
回
る
計
算
。

環
境
省
は
こ
の
ほ
ど
、
改

正
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法

の
来
年
一
月
一
日
に
併
せ
て

日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
は
先

月
二
十
五
日
、「
コ
カ
・
コ

ー
ラ
教
育
・
環
境
財
団
」
を

設
立
し
た
。
従
来
の
コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
教
育
財
団
（
基

本
財
産
二
億
円
）
と
日
本
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
育

英
会
（
同
八
億
五
四
〇
〇
万

円
）
を
統
合
。
主
に
環
境
や

教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お

い
て
、
教
育
支
援
や
指
導
者

育
成
、
各
種
表
彰
活
動
な
ど

を
通
じ
青
少
年
や
地
域
人
材

の
育
成
を
図
る
。

環
境
省
は
十
日
付
で
、
自

然
環
境
局
長
に
英
王
立
国
際

問
題
研
究
所
に
派
遣
さ
れ
て

い
た
櫻
井
康
好
氏
が
就
任
す

る
人
事
を
決
め
た
。
前
任
の

冨
岡
悟
氏
は
同
日
付
で
厚
生

労
働
省
大
臣
官
房
付
に
異
動

す
る
。
来
年
七
月
に
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
を
控
え
る
こ
と
か

ら
、
次
官
以
下
の
関
連
幹
部

は
留
任
す
る
方
針
。

▽
自
然
環
境
局
長
（
英
王

立
国
際
問
題
研
究
所
）

櫻
井
康
好
（
さ
く
ら
い
・

や
す
よ
し
）
氏

一
九
七
五
年
京

大
法
卒
、
同
年

建
設
省
入
省
、

九
七
年
都
市
局
下
水
道
部
下

水
道
企
画
課
長
、
九
九
年
環

境
庁
大
気
保
全
局
企
画
課

長
、
〇
三
年
大
臣
官
房
審
議

官
。
愛
知
県
出
身
。
五
四
歳
。

自
然
環
境
局
長

に
櫻
井
氏
就
任

環
境
省

施
行
予
定
の
同
法
施
行
令
及

び
施
行
規
則
の
一
部
改
正
案

を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
同
法
で
定
め
る
特
定
地

域
内
に
新
設
す
る
際
、
届
け

出
義
務
が
生
じ
る
「
特
定
施

設
」
は
、
劇
場
や
映
画
館
、

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
遊
技
場
、

店
舗
、事
務
所
な
ど
と
規
定
。

届
け
出
内
容
に
つ
い
て
は
、

駐
車
場
の
位
置
や
収
容
台
数

の
ほ
か
、
荷
さ
ば
き
施
設
の

位
置
と
面
積
、
事
業
活
動
に

伴
っ
て
予
想
さ
れ
る
Ｎ
Ｏ
ｘ

等
の
排
出
量
な
ど
と
し
た
。

Ｎ
Ｏ
ｘ
等
の
予
想
排
出
量

は
、
一
年
当
た
り
自
動
車
予

想
来
場
台
数
に
、
走
行
一
ｋ

ｍ
当
た
り
排
出
量
を
掛
け
合

わ
せ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
ポ
イ
ン
ト

寄
付
で
環
境
保
全
へ

リ
ク
ル
ー
ト

「
１
人
１
日
１
ｋ
ｇ
」

Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
環
境

省
が
ア
イ
デ
ア
募
集

新
財
団
の
設
立
で

人
材
の
育
成
図
る

日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ

特
定
施
設
に
劇
場
や

映
画
館
な
ど
を
規
定

環
境
省
が
Ｎ
Ｏ
ｘ
・

Ｐ
Ｍ
法
で
施
行
令
案

計
、
建
設
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
を
展
開
す
る
独
立
系
企

業
で
、
八
万
株
を
公
募
す
る

計
画
。
所
属
部
は
今
月
末
予

定
の
公
開
価
格
決
定
時
に
決

ま
る
。

同
社
は
二
種
類
の
湿
式
脱

硫
技
術
と
一
種
類
の
乾
式
脱

硫
技
術
を
有
し
、
主
に
六
〇

〇
メ
ガ
Ｗ
な
ど
設
備
容
量
の

比
較
的
大
き
な
石
炭
火
力
発

電
所
向
け
排
煙
脱
硫
シ
ス
テ

ム
の
展
開
に
注
力
し
て
お

り
、
中
国
に
お
い
て
現
在
稼

働
中
の
石
炭
火
力
発
電
所
に

お
け
る
受
注
シ
ェ
ア
は
現
在

三
位
だ
と
い
う
。

〇
六
年
十
二
月
期
の
連
結

売
上
高
は
一
九
二
億
一
九
〇

〇
万
円
、
経
常
利
益
二
二
億

七
二
〇
〇
万
円
。

■
…
環
境
省
は
三
十
日
、

「
環
境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
測

定
法
セ
ミ
ナ
ー
」
を
大
阪
市

中
央
区
の
大
阪
市
立
中
央
青

年
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。

環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
大

気
環
境
課
の
木
田
正
憲
課
長

補
佐
が
五
月
改
定
の
ア
ス
ベ

ス
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
解
説
す
る
ほ

か
、
元
兵
庫
県
立
健
康
環
境

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

の
小
坂
浩
氏
が
位
相
差
顕
微

鏡
に
よ
る
測
定
法
を
、
東
洋

大
学
の
神
山
宣
彦
教
授
が
電

子
顕
微
鏡
に
よ
る
測
定
法
を

そ
れ
ぞ
れ
説
明
す
る
予
定
。

参
加
無
料
。
定
員
二
〇
〇

名
（
先
着
順
）。
問
い
合
わ

せ
は
全
国
環
境
保
全
推
進
連

合
会
（
０
３
・
５
６
８
４
・

５
７
３
０
）
ま
で
。

効
」（
同
省
）。

同
総
会
で
は
、
各
国
ご
と

に
出
席
者
に
対
し
て
説
明
や

日
本
の
提
案
に
向
け
賛
同
し

て
も
ら
う
た
め
の
調
整
を
行

う
と
と
も
に
、
期
間
中
に
実

施
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
持
続
的
発
展
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
や
総
会
の
総
括
集

会
な
ど
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

原告は病を押して和解に
向け取り組んできた（写
真は今年３月トヨタ本社
前で行った座り込み）

度
へ
の
資
金
拠
出
、
メ
ー
カ

ー
の
解
決
金
支
払
い
受
け
入

れ
ま
で
、
原
告
団
は
座
り
込

み
な
ど
の
要
請
活
動
に
病
を

押
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

当
初
、「
提
示
さ
れ
る
解
決

金
の
水
準
が
低
か
っ
た
ら

（
和
解
を
蹴
っ
て
）
判
決
を

も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い

る
」
と
の
姿
勢
も
示
し
て
い

た
が
、
一
一
年
に
わ
た
る
係

争
に
力
尽
き
る
原
告
も
相
次

い
で
い
た
。
何
よ
り
、
和
解

案
が
「
原
告
だ
け
で
な
く
、

ぜ
ん
息
で
苦
し
む
都
内
の
患

者
全
体
の
救
済
に
つ
な
が

る
」
内
容
だ
っ
た
こ
と
が
受

け
入
れ
の
決
め
手
に
な
っ

た
。「

公
健
法
（
公
害
健
康
被

害
補
償
法
）
の
枠
組
み
を
守

る
た
め
の
裁
判
だ
」。
原
告

側
は
、
訴
訟
を
こ
う
位
置
付

け
て
も
い
た
。

同
訴
訟
は
、
原
告
の
う
ち

約
四
割
が
同
法
の
補
償
対
象

外
の
「
未
認
定
患
者
」
だ
っ

た
点
が
特
徴
の
一
つ
。
関
係

者
は
「
和
解
す
る
こ
と
で
、

国
が
賠
償
金
な
り
、
解
決
金

な
り
お
金
を
出
す
こ
と
に
な

れ
ば
、
過
去
の
施
策
の
誤
り

を
認
め
る
こ
と
に
も
な
る
か

ら
、
公
健
法
を
復
活
・
強
化

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と

話
す
。

例
え
ば
、
都
が
提
案
し
た

救
済
制
度
が
呼
び
水
に
な
っ

て
、
尼
崎
や
名
古
屋
と
い
っ

た
各
地
の
大
気
汚
染
訴
訟

で
、
被
害
者
救
済
制
度
創
設

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も

期
待
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
Ｎ
Ｏ

２
排
出
量
な
ど
を
基
準
に
メ

ー
カ
ー
負
担
に
基
づ
く
補
償

の
枠
組
み
を
、
移
動
発
生
源

で
あ
る
自
動
車
に
対
し
て
創

設
す
る
こ
と
も
「
究
極
的
な

目
的
」
だ
と
し
て
い
る
。

「『
公
害
』
は
現
在
も
進

行
中
で
、
都
内
の
ぜ
ん
息
患

者
も
増
え
続
け
て
い
る
の

に
、
未
だ
に
十
分
な
対
策
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
仮
に
メ

ー
カ
ー
負
担
の
新
た
な
補
償

法
が
で
き
れ
ば
、
例
え
ば
固

定
発
生
源
が
対
象
だ
っ
た
過

去
の
四
日
市
ぜ
ん
息
の
ケ
ー

ス
の
よ
う
に
、
対
策
が
一
気

に
進
む
は
ず
」（
関
係
者
）。

和
解
案
は
、
自
動
車
排
ガ

ス
の
「
面
的
汚
染
」
の
影
響

も
一
部
認
め
た
格
好
。
こ
れ

と
同
時
に
、
国
や
メ
ー
カ
ー

だ
け
で
な
く
、
自
動
車
の
便

益
を
受
け
る
「
国
民
一
般
」

に
対
し
て
も
、
広
く
社
会
的

責
任
を
受
け
止
め
る
よ
う
指

摘
し
て
い
る
。

（第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行） 平成19年（2007年）7月11日（水曜日） （2）環境経営総合

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
地
球
温
暖

化
の
科
学
的
基
礎
が
ほ
ぼ
固
ま

っ
た
状
況
を
受
け
、
欧
米
先
進

国
は
戦
略
、
技
術
あ
る
い
は
生

活
、
文
化
に
至
る
ま
で
、
今
劇

的
に
エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

方
向
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
し

か
も
、
そ
れ
ら
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
行
い
始
め
て
い
る
。

特
に
有
名
な
の
が
、
イ
ギ
リ

ス
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
の

「
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ォ

ア
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
と

い
う
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
昨
年
十

二
月
に
始
ま
り
、
こ
れ
が
引
き

金
と
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
大

手
ス
ー
パ
ー
の
テ
ス
コ
が
今
年

一
月
、
七
万
点
の
商
品
に
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
ラ
ベ
ル
を
付
け
て

販
売
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
。ま

た
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル

の
レ
ッ
ク
ス
・
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン

Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者)

は
二
月
に
従
来
の
方
針
を
一
八

〇
度
転
換
し
、
石
油
産
業
も
排

出
削
減
に
具
体
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

膨
大
な
資
金
を
温
暖
化
対
策
に

投
資
し
始
め
た
。

更
に
、
世
界
の
大
手
金
融
業

二
三
社
が
六
月
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
に
向
け
て
声
明
を
発
表
し
、

イ
ギ
リ
ス
や
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
明

確
で
義
務
的
な
排
出
削
減
目
標

の
設
定
な
ど
を
Ｇ
８
首
脳
へ
要

請
し
た
。

Ｅ
Ｕ
は
六
月
一
日
か
ら
三
日

ま
で
、「
環
境
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
、
雇
用
」
に
関
す
る
非
公

式
の
環
境
大
臣
会
合
を
ド
イ
ツ

の
エ
ッ
セ
ン
で
開
い
た
。
そ
こ

で
は
、
Ｅ
ｕ
Ｐ
（
環
境
配
慮
設

計
）
指
令
の
改
正
な
ど
に
よ
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
規
制
の
導
入

や
環
境
コ
ス
ト
の
内
部
化
、
排

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
山
本
良
一
教
授
が
代
表

幹
事
を
務
め
る
「
エ
コ
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー
（
環
境
効
率
）

と
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
特
別
研
究
会
」（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
。http://www.speeed.org

）
は
先
月
二
十
九
日
か
ら
三

日
間
、
恒
例
の
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
を
、
神
奈
川
県
箱
根
町
の

小
田
急
・
山
の
ホ
テ
ル
で
開
き
、
一
〇
〇
名
以
上
の
関
係

者
が
参
加
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
低
炭
素
・
循
環
・

共
生
型
社
会
を
ど
う
実
現
す
る
か
ー
日
本
の
環
境
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
で
、
小
池
百
合
子
前
内
閣
総
理
大
臣
補

佐
官
（
現
防
衛
相
）
を
始
め
、
官
学
及
び
会
員
企
業
等
に

よ
る
計
三
〇
件
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
主
な
講
演

の
要
旨
を
連
載
で
紹
介
す
る
。

（
工
藤
真
一
）

出
量
取
引
と
い
っ
た
幅
広
い
政

策
が
議
論
さ
れ
た
。
要
す
る
に

エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
雇
用

を
創
出
し
な
が
ら
国
際
競
争
力

を
高
め
る
戦
略
で
あ
る
。

戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ロ

ー
ラ
ン
・
ベ
ル
ガ
ー
社
の
調
査

に
よ
る
と
、
世
界
の
環
境
技
術

の
市
場
規
模
は
、
〇
五
年
現
在

で
一
八
〇
兆
円
に
上
り
、
そ
の

三
分
の
一
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
占

め
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
環

境
政
策
・
技
術
で
既
に
世
界
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な
っ
て
い

る
。ア

メ
リ
カ
も
、
議
会
や
州
政

府
で
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
支
持
派
が
強
力

な
力
を
持
ち
、
産
業
界
の
考
え

も
劇
的
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
強
力

な
巻
き
返
し
を
図
っ
て
来
る
だ

ろ
う
。

一
方
、
そ
う
し
た
欧
米
の
動

き
に
十
分
対
抗
で
き
る
よ
う
な

動
き
が
我
が
国
で
起
き
て
い
る

か
と
い
う
と
、
極
め
て
寒
心
に

堪
え
な
い
。
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で

の
安
倍
総
理
の
提
案
は
大
変
素

晴
ら
し
い
動
き
だ
と
思
う
が
、

日
本
経
団
連
は
あ
ら
ゆ
る
規
制

に
反
対
す
る
な
ど
と
表
明
し
、

こ
の
期
に
及
ん
で
も
私
利
私

欲
、
業
界
エ
ゴ
に
固
執
し
て
、

世
界
の
大
勢
を
見
よ
う
と
し
な

い
。
日
本
は
正
に
孤
立
し
つ
つ

あ
る
。

来
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
ま
で
一
年
し
か
な
い
。
こ

う
し
た
状
況
の
ま
ま
で
、
日
本

は
果
た
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
の
か
。
日
本
は

欧
米
の
挑
戦
を
凌
駕

り
ょ
う
が

す
る
よ
う

な
強
力
な
動
き
を
一
刻
も
作
り

出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
や
ま
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
）

日
本
の
環
境
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
戦
略 

日
本
の
環
境
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
戦
略 

日
本
の
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略 

―
― 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
よ
り 

上 

欧
米
凌
駕
す
る
動
き
を

和
解
成
立
へ

関
連
施
策
に
波
紋
も

日
本
案
に
好
意
的
な
感
触

Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
へ
注
力

Ｔ
Ｃ
２
０
７

総
会
で
経
産
省

排
煙
脱
硫
の
チ
ャ
イ
ナ
・
ボ
ー
チ
ー

中
国
企
業
で
初
め
て
上
場

国
際
動
向
編

東京大学生産
技術研究所教授 山本

や ま も と

良一
りょういち

氏

「救われるのは原告だけでない」 「救われるのは原告だけでない」 
環境管理会計

ョ
ン
を
実
施
。
ま
た
、
北
京

大
学
で
「
中
日
環
境
管
理
会

計
研
究
会
」
を
開
催
す
る
な

ど
各
国
に
対
し
て
積
極
的
に

賛
同
を
働
き
掛
け
た
。

た
だ
、
産
業
界
の
反
発
が

予
想
さ
れ
そ
う
な
ド
イ
ツ

で
、
出
席
者
の
反
応
に
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
各
国
と
も
、
国
と
し
て

の
態
度
を
決
定
す
る
の
は
、

今
回
の
説
明
を
受
け
た
出
席

者
が
提
案
を
本
国
に
持
ち
帰

っ
て
か
ら
改
め
て
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め

今
後
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

続
け
て
い
く
考
え
だ
。

自
然
や
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
強
調
―
―
。
落
語
家

の
三
遊
亭
京
楽
氏
に
よ
る
「
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
環
境
落
語
」（
主

催
・
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
赤
坂
商

店
街
振
興
組
合
）
が
先
月
三
十

日
、
東
京
都
港
区

の
赤
坂
区
民
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た

（
写
真
）。

京
楽
氏
は
、
医

師
の
姉
と
と
も
に

ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ

た
フ
リ
ー
タ
ー
の
妹
が
、
当
初

は
不
便
な
生
活
に
不
平
を
も
ら

し
つ
つ
も
、
温
か
い
現
地
の
人

と
接
す
る
中
で
、
生
き
て
い
く

上
で
本
当
に
大
切
な
も
の
は
何

か
に
気
付
か
さ
れ
る
軌
跡
を
描

い
た
創
作
落
語
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

北
斗
星
」
を
熱
演
。
軽
快
な
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
や
迫
力
の
あ
る
映

像
に
ネ
パ
ー
ル
の
風
俗
な
ど
も

織
り
込
み
な
が
ら
、
美
し
い
自

然
や
人
と
の
絆
を
大
切
に
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
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○
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○
○

三遊亭京楽氏が
環境落語

自
然
や
人
の
つ
な
が
り
大
切
に

東京大気汚染訴訟 東京大気汚染訴訟 救
済
制
度
な
ど
引
き
出
す



【正会員】76事業所（4/1現在）五十音順
1アイエンス 20568-43-5011 水産土大臭
1愛研 2052-771-2717 水産土大臭音振特
1愛知環境技術センター 2052-504-7839 水産土大音振
愛知県経済農業協同組合連合会営農支援センター20532-23-3411 水土
愛知県薬剤師会生活科学センター 2052-683-1131 水産土大臭音振
7愛知水と緑の公社 2052-913-1321 水産
1イズミテック 20532-46-8521 水産土大臭音振特
いであ1名古屋支店 2052-654-2551 水土大
1ＩＮＡＸ 20569-43-3903 水産土大
1エィ・ダブリュ・サービス 20566-92-5877 水産土大音振
1エステム 2052-612-9801 水産土大臭音振
エヌエス環境1名古屋支店 2052-882-7270 音振
1応用地学研究所名古屋支店 2052-934-2321 水産土音振
岡崎殖産1 20564-34-2208 水土大
1海青 20561-52-1113 水産土
1環境科学研究所 2052-902-4456 水産土大臭音振特
環境技術1 20532-61-5271 水産土大臭音振
1環境公害センター 2052-932-1171 水産土大臭音振特
1環境生物研究所渥美実験所 20531-37-1077 水産土
1環境保全コンサルタント 2052-524-0621 水産土大臭音振
木津用水土地改良区 20568-72-3911 水
クリタ分析センター1名古屋事業所 20565-36-1666 水産土大
晃栄化学工業1 2052-211-4451 水
1コスモ環境衛生コンサルタント 2052-529-2656 水産土大臭音振
壽化工機1環境化学研究所 2052-853-2361 水産土

1サン・ビック 20569-32-5551 水産土大
サンエイ1 20566-22-2114 水産土大臭音振特
1三協 20568-29-0001 水産土大臭
三協熱研1 2052-902-0007 水産土大臭音振
1三進製作所 20568-67-0457 水産土
サンワ技研1 2052-624-3083 水産土
JFEテクノリサーチ1分析・評価事業部知多事務所 20569-24-2880 水産土大
新東ブレーター1 20568-22-1141 水産
1静環検査センター名古屋支店 2052-506-5081 水産土大臭音振
1創建環境エンジニアーズ 2052-682-8661 音振
1ダイセキ環境ソリューション 2052-611-6350 水産土大
宏潤会大同病院環境測定センター 2052-611-8610 水産土大臭音振

1大同分析リサーチ 2052-611-9434 水産土
武井化学興業1 2052-762-0361 水大
玉野総合コンサルタント1 2052-712-2798 水産土大臭音振
1中央クリエイト 2052-910-4111 音振
中外テクノス1中部支店 2052-800-2030 水土大臭音振
中日コプロ1 2052-733-8131 水
1中部テクニカル 20568-84-9440 大
7中部微生物研究所 20533-76-2228 水産土大臭
2中部臨床衛生検査センター 20532-55-0304 水産土
1テクノ中部 2052-614-7159 水産土大臭音振特
東亜環境サービス1 2052-822-9654 水産土大臭音振特
東亞合成1名古屋工場名古屋分析センター 2052-612-5842 水産土大臭
7東海技術センター 2052-771-5161 水産土大臭音振特
1東海テクノリサーチ 2052-603-7611 水産土大臭音振

1東海分析化学研究所 20533-75-2250 水産土大臭音振特
東武産業1 2052-502-8211 水
トーヨーテクノ1 20568-32-5101 水産土
豊田ケミカルエンジニアリング1 20569-24-9907 水産土大
トヨタ自動車1プラントエンジニアリング部 20565-23-4242 水産土
1名古屋環境分析センター 2052-901-2411 水産土大臭音振
名古屋道路エンジニア1 2052-212-4551 音振
1ニッシン 2052-902-4115 水土
1日本環境アセス 2052-736-4111 水産土大臭
1日本環境技術センター 20586-73-1512 水産土大臭音振
1日本環境分析センター 2052-733-1800 水土大臭音振
日本空調サービス1 2052-773-9885 水土大音
ノザキ1 2052-412-2281 水産土大臭
1ノリタケカンパニーリミテド三好事業所 20561-34-4995 水土大
尾北環境分析1 20587-57-0701 水産土大臭
2富士環境分析センター 2052-323-3010 水産土大
藤吉工業1水処理技術研究所 2052-763-2548 水産土大臭音振
松下環境空調エンジニアリング1 20568-81-0598 水産土音
1三井化学分析センター 2052-614-2356 水産土大臭音振
三菱レイヨン・エンジニアリング1豊橋事業所 20532-64-2258 水産土大臭
名南サービス1 2052-613-5301 水産土大
（有）森山環境科学研究所 2052-411-2386 水土
1矢作分析センター 2052-611-1514 水産土大臭音振
1ユニケミー 2052-682-5619 水産土大臭音振特
1ユニチカ環境技術センター中部事業所 20564-21-0062 水産土大臭音振

右の略号は計量証明登録区分です
水：水質　産：産業廃棄物　土：土壌　大：大気　臭：臭気　音：音圧　振：振動　特：特定計量事務局 社団法人愛知県環境測定分析協会 〒460-0022  名古屋市中区金山1丁目2番4号（アイディエリア405号）TEL.052-321-3803 FAX.052-321-3803

（医）

おかげさまで設立30周年『愛環協』社団法人愛知県環境測定分析協会 おかげさまで設立30周年『愛環協』社団法人愛知県環境測定分析協会 おかげさまで設立30周年『愛環協』社団法人愛知県環境測定分析協会 おかげさまで設立30周年『愛環協』社団法人愛知県環境測定分析協会 
会　長：濱地 光男（株式会社ユニケミー） 副会長：大場 和子（株式会社東海分析化学研究所） 副会長：阪野 二郎（財団法人東海技術センター）
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愛
知
県
環
境
測
定
分
析
協
会

（
事
務
局
・
名
古
屋
市
中
区
、
０

５
２
・
３
２
１
・
３
８
０
３
）が
、

創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
る
。
同
協

会
は
一
九
七
七
年
八
月
に
設
立
し

て
以
降
、
環
境
測
定
分
析
に
関
す

る
技
術
向
上
や
精
度
向
上
に
取
り

組
み
、
そ
の
信
頼
性
や
社
会
的
地

位
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
を
展

開
し
て
き
た
。
二
十
六
日
に
は
記

念
式
典
を
実
施
す
る
予
定
。
そ
こ

で
、
同
協
会
会
長
の
濱
地
光
男
氏

に
協
会
の
概
要
や
今
後
の
活
動
方

針
な
ど
を
聞
い
た
。
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協
会
発
足
後
の
三
〇
年
間
で
環
境
問
題
を
取
り
巻
く

状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
当
初
の
公
害
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
な
環
境
保
全
へ
と
問
題
が
広
が
り
、
こ
れ
に
併
せ

環
境
測
定
分
析
に
つ
い
て
も
よ
り
複
雑
・
多
様
化
が
進

ん
で
い
る
。
一
部
で
は
異
常
と
も
思
え
る
よ
う
な
価
格

競
争
も
生
じ
て
お
り
、
業
界
も
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
今
後
最
も
重
要
な
課
題
は
技
術
水
準

の
向
上
だ
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
技
術
や
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
を
含
め
会
員
各
社
の

教
育
体
制
を
同
一
水
準
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

例
え
ば
二
〇
〇
五
年
か
ら
愛
知
県
環
境
部
環
境
調
査

セ
ン
タ
ー
で
は
県
内
環
境
計
量
登
録
事
業
者
の
ク
ロ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
通
じ
て
技
術
支
援
・
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
愛
知
県
と
協
会
が
連
携
し
て
会
員
の

技
術
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
力
し
て
お
り
、
精
度
管
理
や

技
術
力
を
無
視
し
た
価
格
の
「
た
た
き
合
い
」
で
な
く
、

信
頼
性
や
社
会
的

信
頼
性
や
社
会
的 

地
位
向
上
に
努
力

地
位
向
上
に
努
力 

信
頼
性
や
社
会
的

信
頼
性
や
社
会
的 

地
位
向
上
に
努
力

地
位
向
上
に
努
力 

信
頼
性
や
社
会
的 

地
位
向
上
に
努
力 

ま
た
、
今
後
、
事
業
者
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
１
７
０

２
５
な
ど
国
際
制
度
と
の
整
合
性
に
も
目
を
向
け
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。
計
量
制
度
の
見
直
し
も
進
め
ら
れ

て
お
り
、
制
度
が
い
つ
変
わ
っ
て
も
良
い
よ
う
準
備
し

て
お
く
べ
き
だ
。
当
協
会
も
対
応
の
た
め
の
支
援
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
発
注
者
で
あ
る
県
や
自
治
体
と
の
連
携
構

築
も
大
切
だ
。
特
に
環
境
計
量
に
関
す
る
全
国
の
県
・

地
域
単
位
の
団
体
の
う
ち
、
社
団
法
人
化
し
て
い
る
の

は
当
協
会
だ
け
で
、
今
後
も
県
の
啓
発
活
動
な
ど
に
引

き
続
き
協
力
し
て
い
く
方
針
だ
。

事
業
者
の
社
会
的
地
位
は
ま
だ
高
い
と
は
言
え
な

い
。
そ
の
た
め
そ
の
向
上
に
向
け
こ
れ
か
ら
も
努
力
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
社
会
的
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捕
ら
え
、
今
後
も
時
代
に
合
っ
た
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

適
正
な
競
争
で
あ
れ
ば
業
界
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
好
ま

し
い
。
こ
う
し
た
動
き
が
全
国
に
広
が
れ
ば
状
況
も
改

善
す
る
の
で
は
な
い
か
。

法
令
順
守
を
支
援

県
と
の
連
携
も
強
化

（社）愛知県環境測定分析協会

濱地
は ま ぢ

光男
み つ お

会長に聞く

ISO事務作業を大幅削減 ISO事務作業を大幅削減 
エ
コ
ヒ
ル
ズ
が
ソ
フ
ト

環
境
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
不
要

技
術
向
上
と
育
成
拡
大
へ
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

「
簿
記
の
知
識
が
な
く
て

も
経
理
業
務
が
可
能
な
会
計

ソ
フ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
だ
」。

同
社
の
田
宮
嘉
一
社
長
は
こ

う
話
す
。

同
社
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得

後
の
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
事
務
局
」
の

代
行
と
い
っ
た
維
持
管
理
業

務
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
展
開
。
今
回
開
発
し

た
ソ
フ
ト
は
「
今
ま
で
一
〇

〇
社
以
上
の
コ
ン
サ
ル
を
通

じ
て
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

の
集
大
成
」（
同
氏
）
と
強

調
す
る
。

ソ
フ
ト
の
ト
ッ
プ
画
面
に

は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

エ
コ
ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
港
区
、
０
３
・
３
５
６
８
・
７
３
０
１
）
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
の
認
証
取
得
や
維
持
管
理
に
必
要
な
事
務

作
業
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
ソ
フ
ト
「
こ
れ
だ
け
！
Ｉ
Ｓ
Ｏ
管
理
ソ
フ
ト
」
を
開
発
、

九
日
か
ら
販
売
開
始
し
た
。
目
標
管
理
や
文
書
管
理
な
ど
、
ソ
フ
ト
内
の
様
式
に
従
い

必
要
な
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
要
求
事
項
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
関
す
る
専
門
知
識
が
な
く
て
も
維
持
管
理
が
可

能
。
環
境
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
始
め
、
従
来
必
要
だ
っ
た
大
量
の
文
書
類
を
作
成
す
る
必
要

が
な
い
と
い
う
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
で
展
開
し
、
価
格
は
月
間
一
〇
万
円
。
初
年
度
一

〇
〇
件
の
受
注
を
目
指
す
。

ム
に
関
す
る
活
動
計
画
表
を

設
定
。
各
部
門
の
目
標
や
活

動
内
容
の
ほ
か
、
責
任
者
、

期
日
、
様
式
な
ど
シ
ス
テ
ム

の
目
標
管
理
や
実
績
管
理
な

ど
に
必
要
な
ひ
と
通
り
の
様

式
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
運
用
管
理
状
況
も
関
係
者

全
員
が
共
有
、
ひ
と
目
で
分

か
る
仕
組
み
。
担
当
者
が
代

わ
る
場
合
に
も
、
引
き
継
ぎ

の
手
間
が
ほ
と
ん
ど
必
要
な

い
と
い
う
。

特
に
、
こ
の
ソ
フ
ト
全
体

で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
要
求
事
項
を
満

た
す
た
め
、
例
え
ば
環
境
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
も
不
要
。

文
書
間
の
重
複
や
審
査
な
ど

の
際
に
そ
の
不
整
合
を
指
摘

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く

な
る
と
し
て
い
る
。

運
用
管
理
計
画
に
遅
れ
が

生
じ
て
い
れ
ば
、
担
当
者
宛

に
電
子
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る

自
動
督
促
機
能
も
付
い
て
い

る
。
文
書
の
作
成
、
改
定
、

電
子
承
認
、
配
布
、
閲
覧
、

あ
ん
し
ん
財
団
（
中
小
企

業
災
害
補
償
共
済
福
祉
財

団
）
は
二
日
、
二
〇
〇
七
年

度
版
「
公
的
融
資
・
助
成
金

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

た
。
希
望
す
る
会
員
事
業
所

検
索
な
ど
記
録
管
理
に
も
適

し
て
い
る
と
い
う
。

同
社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
最
短
一
日
で
シ
ス
テ
ム
構

築
を
完
了
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

併
せ
て
展
開
。
ソ
フ
ト
は
現

行
の
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
向
け
に
加

管
理
に
必
要
な
事
務
作
業
に

捕
ら
わ
れ
ず
に
本
来
の
改
善

活
動
に
集
中
で
き
る
。
中
小

企
業
の
認
証
取
得
や
大
企
業

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
管

理
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
統
合
認
証
な
ど

に
も
有
効
だ
」と
し
て
い
る
。

可
能
な
七
〇
〇
ｋ
ｗ
級
シ
ス

テ
ム
を
採
用
。
環
境
面
で
も

優
れ
た
同
シ
ス
テ
ム
の
早
期

実
用
化
を
目
指
し
、
実
負
荷

条
件
下
で
の
デ
ー
タ
収
集
を

急
ぐ
。

え
、
将
来
的
に
は
品
質
や
情

報
安
全
な
ど
各
種
Ｉ
Ｓ
Ｏ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
向
け

の
ほ
か
、
内
部
統
制
と
い
っ

た
幅
広
い
用
途
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
考
え
。

田
宮
氏
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
維
持

公
的
融
資
・
助
成
制
度

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
配
布

あ
ん
し
ん
財
団

み
す
ず
監
査
法
人
が
三
十

一
日
付
で
解
散
す
る
の
を
控

え
、
み
す
ず
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
認
証
機
構
と
み
す
ず
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所
の

両
社
の
全
株
式
が
あ
ら
た
監

査
法
人
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
両
社
は
、
一
日
付

で
社
名
を
そ
れ
ぞ
れ
、「
あ

ら
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
認

証
機
構
」
と
「
あ
ら
た
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」に
変
更
し
、

住
所
を
左
記
に
移
転
し
た
。

両
社
の
社
長
に
は
、
同
日
付

で
山
手
章
氏
が
就
任
し
た
。

▽
東
京
都
港
区
芝
浦
四
ノ

二
ノ
八
、
住
友
不
動
産
三
田

ツ
イ
ン
ビ
ル
東
館
一
三
階
。

「
あ
ら
た
」
に
社
名
変
更

み
す
ず
関
連
２
社

新
ス
タ
ー
ト

０
３
・
５
４
２
７
・
６
５
５

５
家
庭
用
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ

で
実
証
研
究
参
画

大
阪
ガ
ス

大
阪
ガ
ス
は
九
日
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
財
団
が
実
施
す
る

〇
七
年
度
「
固
体
酸
化
物
形

燃
料
電
池
（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）
実

証
研
究
」
に
参
画
す
る
と
発

表
し
た
。
来
年
二
月
末
ま
で

に
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
二
〇

台
を
居
住
住
宅
に
設
置
。
実

証
デ
ー
タ
の
収
集
に
乗
り
出

す
。今

回
の
研
究
に
は
、
両
社

で
今
年
一
月
に
開
発
し
た
都

市
型
小
規
模
住
宅
に
も
設
置

向
け
に
無
料
配
布
し
、
経
営

に
役
立
て
て
も
ら
う
。

問
い
合
わ
せ
は
同
財
団
業

務
広
報
部
（
０
３
・
５
３
６

２
・
２
３
２
３
）
ま
で
。

経
済
産
業
省
（
10
日
）
▽

産
業
技
術
環
境
局
基
準
認
証

政
策
課
長
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
資
源
・
燃
料
部
鉱
物
資

源
課
長
）
朝
日
弘
▽
同
知
的

基
盤
課
長
（
大
臣
官
房
付
）

中
山
隆
志
▽
同
計
量
行
政
室

長
（
内
閣
官
房
副
長
官
付
・

内
閣
官
房
構
造
改
革
特
区
推

進
室
）
岡
村
雄
治
▽
同
環
境

政
策
課
長
（
大
臣
官
房
付
）

多
田
明
弘
▽
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
政
策
課
長（
同
）

河
本
光
明
▽
同
国
際
協
力
推

進
室
長
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
官
房
企
画
官
）
表
尚

志
▽
同
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

課
長
（
通
商
政
策
局
業
務
管

理
官
室
長
）
渡
邊
重
信

環
境
省
（
９
日
）

▽
辞
職
（
水
・
大
気
環
境

局
大
気
環
境
課
長
）
松
井
佳

巳
▽
辞
職
（
地
球
環
境
局
環

境
保
全
対
策
課
フ
ロ
ン
等
対

策
官
）
榑
林
茂
夫

（
10
日
）
①
▽
総
合
環
境

政
策
局
総
務
課
長
（
財
務
省

大
臣
官
房
付
）
後
藤
真
一
▽

同
環
境
計
画
課
長
（
日
本
環

境
安
全
事
業
営
業
部
審
議

役
）
弥
元
伸
也
▽
同
環
境
経

済
課
長
（
内
閣
官
房
内
閣
参

事
官
）
笠
井
俊
彦
▽
地
球
環

境
局
環
境
保
全
対
策
課
長

（
大
臣
官
房
政
策
評
価
広
報

課
広
報
室
長
）
田
中
聡
志
▽

同
地
球
温
暖
化
対
策
課
長

（
地
球
環
境
局
環
境
保
全
対

策
課
長
）

田
博
保
▽
水
・

大
気
環
境
局
大
気
環
境
課
長

（
日
本
環
境
安
全
事
業
事
業

部
長
）
岩
田
元
一
▽
自
然
環

境
局
総
務
課
長
（
総
合
環
境

政
策
局
環
境
計
画
課
長
）
奥

主
喜
美
▽
大
臣
官
房
付
（
地

球
環
境
局
地
球
温
暖
化
対
策

課
長
）
小
川
晃
範
▽
内
閣
官

房
内
閣
参
事
官
（
総
合
環
境

政
策
局
環
境
経
済
課
長
）
鎌

形
浩
史
▽
林
野
庁
森
林
整
備

部
研
究
・
保
全
課
長
（
北
海

道
地
方
環
境
事
務
所
保
全
統

括
官
）
渋
谷
晃
太
郎
▽
辞
職

（
林
野
庁
森
林
整
備
部
研

究
・
保
全
課
長
）
笹
岡
達
男

▽
大
臣
官
房
総
務
課
企
画
官

（
水
・
大
気
環
境
局
水
環
境

課
閉
鎖
性
海
域
対
策
室
長
）

高
橋
康
夫
▽
同
政
策
評
価
広

報
課
広
報
室
長
（
自
然
環
境

局
総
務
課
課
長
補
佐
）
築
島

明

人
事
異
動

人
事
異
動 

人
事
異
動 

日
本
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
は
二
十

三
日
か
ら
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
業
務
に
特
化
し
た
認
定

資
格
制
度
「
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
士
」
の
受
験
申
し
込
み

を
開
始
し
た
。
九
月
十
四
日

ま
で
受
け
付
け
る
。

ア
セ
ス
に
関
す
る
実
務
者

の
技
術
力
向
上
と
育
成
拡
大

が
狙
い
。
適
切
な
調
査
・
予

測
・
評
価
を
始
め
、
分
か
り

や
す
い
評
価
書
の
作
成
や
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
高
度
化
す
る
技
術
要

求
水
準
に
対
応
、
ア
セ
ス
の

信
頼
向
上
を
図
る
。

試
験
日
は
十
一
月
十
八
日

を
予
定
。
大
気
や
水
、
土
壌

な
ど
に
関
す
る「
生
活
環
境
」

と
、
動
植
物
や
生
態
系
、
景

観
な
ど
に
関
す
る
「
自
然
環

境
」
の
両
部
門
。
従
来
の
東

京
、
大
阪
に
札
幌
、
名
古
屋
、

福
岡
を
加
え
た
計
五
カ
所
で

実
施
す
る
予
定
。

試
験
科
目
は
、
業
務
経
験

を
始
め
、
専
門
部
門
の
技
術

知
識
、
法
制
度
や
環
境
全
般

に
関
す
る
共
通
基
礎
知
識
、

管
理
や
倫
理
に
関
す
る
管
理

技
術
等
の
四
科
目
。

受
験
希
望
者
は
、
頒
布
中

の
「
受
験
の
手
引
き
」（
一

部
一
〇
〇
〇
円
）
に
基
づ
き

九
月
十
四
日
ま
で
に
申
し
込

む
必
要
が
あ
る
。
受
験
料
一

万
二
〇
〇
〇
円
。
資
格
登
録

者
名
簿
の
公
開
や
「
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
―
Ｃ
Ｐ
Ｄ
」
制
度
に
基
づ

く
継
続
教
育
な
ど
を
通
じ
て

合
格
者
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体

制
も
充
実
し
て
い
る
。

現
在
、
〇
五
、
〇
六
年
度

併
せ
て
約
二
七
〇
人
の
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
士
資
格
者
が

活
躍
し
て
い
る
。

詳
細
な
ど
問
い
合
わ
せ
は

同
協
会
の
資
格
・
教
育
セ
ン

タ
ー
（
０
３
・
３
２
２
１
・

６
７
３
１
）
ま
で
。

環境アセスメント士 
受験申し込みを開始 
環境アセスメント士 
受験申し込みを開始 

９
月
14
日
ま
で
受
け
付
け

イ
ギ
リ
ス
の
ブ
レ
ア
政
権
で

環
境
大
臣
か
ら
外
務
大
臣
と
な

っ
た
べ
ケ
ッ
ト
氏
は
、「
気
候

変
動
は
安
全
保
障
の
問
題
だ
」

と
以
前
か
ら
主
張
し
て
お
り
、

彼
女
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
今
年

四
月
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会

で
気
候
変
動
が
初
め
て
テ
ー
マ

と
さ
れ
た
。
今
回
誕
生
し
た
ブ

ラ
ウ
ン
政
権
で
は
、
若
手
の
ミ

リ
バ
ン
ド
氏
が
彼
女
と
同
様
、

環
境
大
臣
か
ら
外
務
大
臣
と
な

っ
た
人
事
を
見
て
も
、
イ
ギ
リ

ス
が
気
候
安
全
保
障
を
世
界
の

潮
流
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
国

家
戦
略
が
読
み
取
れ
る
。

気
候
安
全
保
障
に
つ
い
て
、

ス
タ
ー
ン
レ
ビ
ュ
ー
で
は
「
気

候
変
動
の
影
響
は
環
境
だ
け
で

な
く
経
済
や
社
会
活
動
に
大
規

模
な
混
乱
を
引
き
起
こ
す
リ
ス

ク
」
と
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
上

院
に
提
出
さ
れ
た
バ
イ
デ
ン
・

ル
ー
ガ
ー
決
議
で
は
「
地
球
規

模
の
気
候
変
動
が
与
え
る
潜
在

的
影
響
は
、
そ
の
影
響
を
受
け

る
地
域
の
国
際
緊
張
を
高
め
、

不
安
定
性
を
増
す
可
能
性
が
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に
国

連
の
ア
ナ
ン
前
事
務
総
長
は

「
気
候
変
動
は
環
境
問
題
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対

す
る
脅
威
で
あ
る
」
と
発
言
し

て
い
る
。

九
月
の
国
連
総
会
で
は
気
候

変
動
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会

合
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国

際
社
会
は
連
携
し
て
、
気
候
変

動
の
脅
威
か
ら
人
々
の
生
活
や

生
態
系
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
中
、
日
本
は
気
候

変
動
に
対
し
安
全
保
障
の
考
え

方
を
活
用
し
な
が
ら
、「
環
境

立
国
」
と
し
て
の
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。
議

定
書
を
採
択
し
た
京
都
会
議
の

議
長
国
と
し
て
、
次
期
枠
組
み

の
構
築
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
こ
と
が
日
本
の
役

割
で
は
な
い
か
。

安
倍
政
権
は「
美
し
い
星
50
」

を
発
表
し
、
長
期
戦
略
と
し
て

五
〇
年
ま
で
に
世
界
全
体
の
排

出
量
を
半
減
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は

六
五
％
以
上
削
減
す
る
法
案
が

議
会
に
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
知
事

は
八
〇
％
削
減
す
る
と
し
て
い

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
の
連
載
二
回
目
は
、
小
池
百

合
子
前
環
境
相
・
前
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
（
現
防
衛
相
）

が
「
気
候
安
全
保
障
と
い
う
考
え
方
」
と
題
し
、
地
球
温

暖
化
問
題
等
に
関
す
る
幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
講
演
し
た

要
旨
を
紹
介
す
る
。

（
工
藤
真
一
）

る
。こ

れ
ら
は
同
じ
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
だ
と
思
う
。
す
な
わ

ち
、
今
の
ま
ま
で
は
世
界
が
持

た
な
い
、
文
明
を
変
え
よ
う
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
安
倍

総
理
に
今
、
来
年
七
月
の
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
で
、
ぜ
ひ
「
文
明

論
」
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
勧

め
て
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
も

大
統
領
選
で
非
常
に
微
妙
な
時

期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
文
明

論
に
持
っ
て
い
く
の
が
い
い
。

ま
た
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で

「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」
に

取
り
組
む
と
言
え
ば
、
大
き
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
サ
ミ
ッ
ト
直
前
に
は
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
が
開
か
れ
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
マ

ー
タ
イ
氏
も
参
加
す
る
の
で
、

ア
フ
リ
カ
の
植
林
で
Ｃ
Ｏ
２
を

オ
フ
セ
ッ
ト
す
れ
ば
ど
う
か
と

呼
び
か
け
れ
ば
国
民
運
動
に
も

つ
な
が
る
と
思
う
。

「
五
〇
年
に
五
〇
％
削
減
」

を
実
現
す
る
に
は
、
従
来
の
省

庁
の
縦
割
り
で
は
だ
め
で
、
国

家
を
横
串
し
す
る
よ
う
な
や
り

方
が
必
要
だ
。
ま
た
、
乾
い
た

ぞ
う
き
ん
を
絞
っ
て
も
こ
れ
以

上
水
が
出
な
い
と
言
う
が
、
日

本
の
知
恵
が
そ
の
く
ら
い
で
枯

渇
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
環
境
分
野
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
可

能
に
な
る
政
策
を
徹
底
し
て
行

う
こ
と
が
必
要
だ
。

（
こ
い
け
・
ゆ
り
こ
）

訂
正

前
号
の
山
本
良
一
東

大
教
授
の
記
事
中
、
文
末
は

「
一
刻
も
早
く
作
り
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
の
誤
り
で
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

日
本
の
環
境
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
戦
略 

日
本
の
環
境
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
戦
略 

日
本
の
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略 

―
― 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
よ
り 

中 

「
洞
爺
湖
」
で
文
明
論
を

気
候
安
全
保
障
編

前環境相
（現防衛相）

小池 百合子氏



Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
諸
国
な
ど
世
界

的
な
資
源
需
要
の
増
大
や
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
高
機

能
物
質
へ
の
期
待
な
ど
か
ら
、

資
源
需
要
が
か
つ
て
な
く
高
ま

っ
て
い
る
。
特
に
レ
ア
メ
タ
ル

や
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
多
様
な
機

能
を
発
揮
す
る
金
属
元
素
へ
の

需
要
が
大
き
い
。
そ
れ
ら
は
枯

渇
性
資
源
と
呼
ば
れ
る
が
、
地

球
上
の
利
用
可
能
な
資
源
は
有

限
で
、
そ
の
限
界
に
向
か
っ
て

突
き
進
ん
で
お
り
、「
資
源
リ

ス
ク
」
は
著
し
く
増
大
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

あ
る
金
属
元
素
を
一
ｔ
得
る

た
め
採
掘
の
際
に
土
石
や
岩
石

な
ど
を
何
ｔ
採
掘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
表
す
指
標
と
し

て
「
関
与
物
質
総
量
係
数
」

（
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
）
が
あ
る
。
こ
の
値
を

第
二
次
大
戦
後
か
ら
現
在
に
至

る
そ
れ
ぞ
れ
の
金
属
の
年
間
消

費
量
に
か
け
、
そ
の
年
で
の
和

を
取
っ
た
も
の
が
「
年
間
資
源

使
用
総
量
」
で
、
そ
の
年
に
地

球
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
資
源
量

に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。
現
在
の
年

間
資
源
使
用
総
量
は
約
二
二
〇

億
ｔ
で
、
一
九
九
〇
年
か
ら
の

年
間
増
加
量
は
五
六
億
ｔ
と
、

か
つ
て
資
源
枯
渇
の
危
機
が
叫

ば
れ
た
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
増

加
速
度
を
上
回
っ
て
い
る
。

個
々
の
資
源
の
枯
渇
へ
の

逼
迫

ひ
っ
ぱ
く

度
は
、
埋
蔵
量
を
年
間
消

費
量
で
割
っ
た
「
耐
用
年
数
」

で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

の
考
え
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金

属
に
対
し
て
関
与
物
質
総
量
の

係
数
を
か
け
て
重
み
付
け
し
計

算
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ま
ま
で

は
二
〇
四
〇
年
代
に
包
括
的
な

金
属
資
源
の
耐
用
年
数
は
一
〇

年
を
切
っ
て
し
ま
う
深
刻
な
状

況
を
迎
え
る
。

実
際
の
資
源
需
要
は
、
あ
る

程
度
社
会
が
成
熟
す
れ
ば
、
伸

び
率
が
鈍
化
す
る
こ
と
を
考
慮

し
て
、
開
発
途
上
国
で
日
本
と

同
程
度
の
省
資
源
化
が
で
き
る

と
仮
定
し
、
五
〇
年
ま
で
の
関

与
物
質
総
量
の
増
大
を
見
積
っ

た
と
こ
ろ
、
五
〇
年
に
は
累
積

の
関
与
物
質
総
量
が
埋
蔵
量
相

当
の
関
与
物
質
総
量
を
突
破
す

る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
資
源
が

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
の
連
載
最
終
回
は
、
物
質
・

材
料
研
究
機
構
材
料
ラ
ボ
の
原
田
幸
明
ラ
ボ
長
が
、
世
界

的
な
需
要
の
高
ま
り
に
伴
い
増
大
し
て
い
る
資
源
リ
ス
ク

を
踏
ま
え
、
資
源
消
費
の
将
来
予
測
か
ら
持
続
可
能
な
資

源
利
用
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
要
旨
を
紹
介

す
る
。

（
工
藤
真
一
）

現
有
埋
蔵
量
で
も
は
や
賄
い
切

れ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
資
源
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
に
は
、
世
界
全
体
で
資

源
利
用
効
率
を
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
経
済
の
安
定
期
で

の
一
人
当
た
り
の
年
間
関
与
物

質
量
は
現
在
一
八
ｔ
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
ど
の
程
度
ま
で
下

げ
れ
ば
よ
い
か
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
八
分
の
一
の
二
・
二
五
ｔ

に
下
げ
れ
ば
累
積
が
鈍
化
し
、

年
間
消
費
も
現
在
レ
ベ
ル
に
な

る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ァ
ク

タ
ー
八
」
が
必
要
だ
。

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
物

質
の
利
用
の
あ
り
方
自
体
を
大

き
く
変
え
て
、
①
使
わ
ず
に
済

む
も
の
は
使
わ
な
い
（reduce

）

②
丁
寧
に
か
つ
徹
底
し
て
使
う

（long-life

とreuse

）
③
何
度

も
使
う
（recycle

）
④
あ
る
も

の
を
使
う
（replace
）
―
―
の

四
つ
を
徹
底
し
て
推
し
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

も
、
使
わ
ず
に
済
む
も
の
は
使

わ
な
い
で
か
つ
効
率
を
上
げ
る

「
減
量
化
技
術
」、
特
殊
な
金
属

元
素
で
は
な
く
普
遍
的
に
存
在

す
る
元
素
で
高
機
能
化
を
進
め

既
に
あ
る
も
の
を
使
う
「
代
替

技
術
」
な
ど
の
開
発
を
、
リ
サ

イ
ク
ル
や
長
寿
命
化
と
と
も
に

更
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
代
替
技
術
で
は
、

透
明
電
極
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
を
亜

鉛
、
更
に
は
セ
メ
ン
ト
原
料
に

置
き
換
え
れ
ば
、
関
与
物
質
総

量
の
係
数
の
大
き
い
元
素
か
ら

小
さ
い
元
素
へ
代
替
す
る
こ
と

に
な
り
、
地
球
か
ら
採
掘
す
る

総
資
源
量
を
大
き
く
削
減
し
、

フ
ァ
ク
タ
ー
八
に
貢
献
す
る
。

（
は
ら
だ
・
こ
う
め
い
）

日
本
の
環
境
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
戦
略 

日
本
の
環
境
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
戦
略 

日
本
の
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略 

―
― 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
よ
り 

下 

フ
ァ
ク
タ
ー
８
が
必
要

持
続
可
能
な
資
源
利
用
編

物質・材料研究
機構材料ラボ長 原田 幸明氏

中
国
の
北
京
市
で
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
に
関
す
る
国
際
標
準
化
機
構

の
技
術
委
員
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
０
７
）
の
総
会
で
は
、
中
小
企
業
な
ど
を
想
定
し
た
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
段
階
的
導
入
の

た
め
の
指
針
」（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
５
）
の
原
案
が
、「
内
容
が
未
成
熟
」
な
こ
と
な
ど
を
理
由
に
全
面
的
に
書
き
換
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
国
際
規
格
の
発
行
時
期
は
当
初
予
定
の
二
〇
〇
九
年
初
頭
か
ら
二
〇
一
〇
年
四
月

頃
に
ず
れ
込
む
見
通
し
。
気
候
変
動
関
連
の
作
業
部
会
（
Ｗ
Ｇ
５
及
び
Ｗ
Ｇ
６
）
は
、
解
散
・
統
合
し
、
新
た
な
分
科

会
（
Ｓ
Ｃ
７
）
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

（
１
面
参
照
）

総
会
に
は
三
八
カ
国
七
機

関
か
ら
約
三
三
〇
人
が
参

加
。
日
本
か
ら
は
、
団
長
で

あ
る
帝
京
大
学
の
吉
澤
正
教

授
、
慶
応
大
学
の
石
谷
久
教

授
の
両
氏
を
始
め
二
六
人
が

出
席
し
た
。
総
会
開
催
は
二

年
振
り
だ
っ
た
も
の
の
、
各

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
大
と
活
性
化
を
目
指
す
新

た
な
会
員
制
組
織
「
ロ
ハ

ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
」（
Ｌ
Ｂ
Ａ
）
が
十
七

日
に
発
足
し
た
。「
ビ
ジ
ネ

ス
志
向
型
」
の
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

を
目
指
す
姿
勢
が
特
徴
で
、

定
期
セ
ミ
ナ
ー
や
分
科
会
の

実
施
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
を
予
定
。
起
業
家
に

■
…
日
本
規
格
協
会
は
来
月

一
日
、
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
日
本
工
業

規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｑ
１
４
０

０
１
）
の
説
明
会
を
東
京
都

港
区
の
同
協
会
で
開
催
す

る
。同

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
概
要
の
解
説

の
ほ
か
、
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
国
内
外

の
最
新
事
例
や
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
へ
の
組
み

込
み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

グ
リ
ー
ン
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ

の
吉
田
敬
史
代
表
や
環
境
監

査
研
究
会
の
後
藤
敏
彦
代
表

幹
事
ら
が
講
演
す
る
予
定
。

詳
細
は
、
同
協
会
Ｈ
Ｐ

（http://seminar.jsa.or.jp/s
eminar/seminar.php

）
ま
で
。

■
…
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
環
境

ホ
ル
モ
ン
対
策
国
民
会
議
と

中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
両
者
は
二

十
八
日
、
身
の
回
り
の
ア
ス

ベ
ス
ト
吸
引
防
止
が
目
的
の

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
出
版
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
知
ら
ず
に
吸

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
〜
暮
ら

し
の
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
」
を

東
京
都
渋
谷
区
の
環
境
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
で

開
催
す
る
。
同
会
議
ア
ス
ベ

ス
ト
チ
ー
ム
座
長
で
環
境
監

視
研
究
所
の
中
地
重
晴
所
長

と
同
セ
ン
タ
ー
の
名
取
雄
司

所
長
に
よ
る
講
演
及
び
パ
ネ

ル
討
論
を
実
施
す
る
予
定
。

参
加
一
〇
〇
〇
円
（
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
代
込
み
）。
問
い

合
わ
せ
は
同
会
議
（
０
３
・

５
３
６
８
・
２
７
３
５
）
ま

で
。

対
す
る
資
金
面
や
経
営
面
の

支
援
に
も
力
を
入
れ
る
。

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
は
、
健
康
や

地
球
の
持
続
可
能
性
に
配
慮

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
志

向
す
る
考
え
方
を
指
す
。
共

同
代
表
の
大
和
田
順
子
氏

は
、「
国
内
で
は
今
ま
で
、

消
費
者
向
け
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
か
っ
た
。
し
か
し
も
と
も

と
発
祥
地
で
あ
る
米
国
で

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら

始
ま
っ
た
経
緯
が
あ
る
」
と

話
す
。
共
同
代
表
の
井
手
敏

和
氏
も
、「
経
済
、
環
境
、

社
会
だ
け
で
な
く
、
思
い
や

り
な
ど
精
神
性
も
重
視
す
る

価
値
観
を
持
つ
人
達
が
語
り

合
っ
て
い
く
中
で
、
新
た
な

事
業
が
生
ま
れ
る
。
そ
ん
な

人
達
の
た
め
の
学
び
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

同
日
ま
で
に
、
食
品
や
生

活
用
品
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
流
通
、
Ｉ
Ｔ
、
金
融
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
い
っ
た
全
国
各
地
の
企

業
約
三
〇
社
や
団
体
、
個
人

な
ど
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
者

が
参
加
し
て
い
る
。

ま
た
発
足
に
併
せ
、
米
国

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

環
境
省
が
進
め
る
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
の
国
民
運

動
「
一
人
一
日
一
ｋ
ｇ
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
」
で
、
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
協
賛

企
業
と
し
て
大
阪
ガ
ス
な
ど

新
た
に
八
社
が
名
乗
り
を
上

げ
た
。
既
に
協
賛
を
表
明
し

日
本
騒
音
制
御
工
学
会
は

十
三
日
か
ら
、
事
務
所
を
左

記
に
移
転
し
た
。

▽
東
京
都
千
代
田
区
麹
町

三
ノ
一
二
ノ
六
、
麹
町
グ
リ

ー
ン
ビ
ル
。
０
３
・
５
２
１

３
・
９
７
９
７

環
境
省
（
10
日
）
②
▽
総

合
環
境
政
策
局
総
務
課
環
境

研
究
技
術
室
長
（
厚
生
労
働

省
健
康
局
水
道
課
水
道
水
質

管
理
官
）
立
川
裕
隆
▽
同
環

境
経
済
課
環
境
教
育
推
進
室

長
（
近
畿
地
方
環
境
事
務
所

長
）
出
江
俊
夫
▽
同
環
境
影

響
評
価
課
環
境
影
響
審
査
室

長
（
水
・
大
気
環
境
局
大
気

環
境
課
大
気
生
活
環
境
室

長
）
内
藤
克
彦
▽
同
環
境
保

健
部
企
画
課
化
学
物
質
審
査

室
長
（
総
合
環
境
政
策
局
環

境
保
健
部
環
境
安
全
課
課
長

補
佐
）
戸
田
英
作
▽
同
石
綿

健
康
被
害
対
策
室
長
（
同
環

境
リ
ス
ク
評
価
室
長
）
北
窓

隆
子
▽
同
環
境
安
全
課
環
境

リ
ス
ク
評
価
室
長
（
同
企
画

課
化
学
物
質
審
査
室
長
）
森

下
哲▽

地
球
環
境
局
環
境
保
全

対
策
課
環
境
協
力
室
長
（
同

環
境
影
響
評
価
課
環
境
影
響

審
査
室
長
）
早
水
輝
好
▽
同

フ
ロ
ン
等
対
策
官
（
大
臣
官

房
総
務
課
企
画
官
）
深
見
正

仁
▽
同
地
球
温
暖
化
対
策
課

調
整
官
（
総
合
環
境
政
策
局

総
務
課
環
境
研
究
技
術
室

長
）
室
石
康
弘
▽
水
・
大
気

環
境
局
大
気
環
境
課
大
気
生

活
環
境
室
長（
大
臣
官
房
付
）

志
々
目
友
博
▽
大
臣
官
房
付

（
同
環
境
保
全
対
策
課
環
境

協
力
室
長
）
米
谷
仁
▽
内
閣

府
企
画
官
（
中
国
四
国
地
方

環
境
事
務
所
保
全
統
括
官
）

荒
木
真
一
▽
環
境
調
査
研
修

所
次
長
（
総
合
環
境
政
策
局

環
境
計
画
課
計
画
官
）
佐
山

浩
▽
近
畿
地
方
環
境
事
務
所

長
（
同
環
境
保
健
部
企
画
課

石
綿
健
康
被
害
対
策
室
長
）

瀬
川
俊
郎
▽
北
海
道
地
方
環

境
事
務
所
保
全
統
括
官
（
同

環
境
経
済
課
環
境
教
育
推
進

室
長
）
北
沢
克
巳

（
13
日
）
▽
総
合
環
境
政

策
局
総
務
課
調
査
官
（
財
務

省
大
臣
官
房
企
画
官
）
吉
井

浩
▽
財
務
省
大
臣
官
房
参
事

官
（
環
境
省
総
合
環
境
政
策

局
総
務
課
調
査
官
）
岸
本
浩

て
い
た
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
、
び

わ
こ
銀
行
の
両
社
と
合
わ
せ

計
一
〇
社
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
る
。

協
賛
企
業
は
、
運
動
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

「
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
」

を
提
示
し
た
顧
客
に
対
し
、

粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
大
阪

ガ
ス
な
ど
）
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減

証
明
書
の
交
付
（
東
京
電

力
）、
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー

ビ
ス
（
ワ
タ
ミ
）
と
い
っ
た

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
。
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ

る
た
め
各
社
と
も
独
自
の
支

援
を
行
っ
て
い
く
考
え
。

な
お
、
今
回
参
加
し
た
八

社
は
以
下
の
通
り
。

▽
大
阪
ガ
ス
▽
関
西
電
力

▽
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
／
宇

高
国
道
フ
ェ
リ
ー
▽
東
京
ガ

ス
▽
東
京
電
力
▽
ヨ
ネ
ヤ
マ

プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
▽
ワ
タ

ミ

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
は

自
己
宣
言
型
の
タ
イ
プ
Ⅱ
環

境
ラ
ベ
ル
で
あ
る
「
Ｓ
Ｉ
Ｉ

グ
リ
ー
ン
商
品
ラ
ベ
ル
」
の

売
り
上
げ
比
率
が
目
標
の
九

〇
％
を
達
成
し
た
。
部
品
が

多
品
種
に
上
る
工
作
機
械
や

分
析
・
計
測
装
置
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
製
品
、
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
プ
リ
ン
タ
な
ど
苦
戦
し

て
い
た
製
品
群
の
環
境
性
能

を
向
上
し
た
こ
と
で
、
〇
七

年
度
第
一
四
半
期
（
四
―
六

月
）
に
同
比
率
が
九
〇
・

二
％
に
達
し
た
と
い
う
。

環
境
ラ
ベ
ル
認
定

売
上
比
率
90
％
に

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル

エ
コ
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
実
証
事
業

環
境
省
が
受
け
入
れ

企
業
と
学
生
を
募
集

交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

提
携
。
二
〇
〇
八
年
六
月
に

米
コ
ロ
ラ
ド
州
ボ
ル
ダ
ー
で

開
催
予
定
の
「
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
に
参
加

す
る
ほ
か
、
将
来
的
に
は
そ

の
日
本
版
や
ア
ジ
ア
地
域
版

の
開
催
も
視
野
に
入
れ
る
。

同
日
開
催
さ
れ
た
記
念
セ

ミ
ナ
ー
で
講
演
し
た
米
国
Ｌ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
テ
ッ
ド
・
ニ
ン

氏
は
「
米
国
の
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
規
模
は
現

在
約
二
〇
〇
〇
億
ド
ル
に
上

り
、
年
一
六
％
の
ペ
ー
ス
で

成
長
し
て
い
る
。
大
切
な
の

は
、
我
々
が
同
一
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
に
あ
り
、
存
在
す

る
こ
と
自
体
が
影
響
を
及
ぼ

し
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
日
本
の
皆
さ
ん
と
つ
な

が
り
が
で
き
た
ら
う
れ
し

い
」
と
強
調
し
た
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
（http://loh

as-ba.org/

）、
問
い
合
わ
せ

は
Ｌ
Ｂ
Ａ
事
務
局
（
０
５

０
・
５
５
３
９
・
３
４
６

０
）
ま
で
。

規
格
と
も
見
直
し
や
改
定
時

期
の
「
端
境
期
」
に
当
た
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
全
体
的
に

目
新
し
い
話
題
が
少
な
い
印

象
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
う
し
た
中
、
焦
点
だ
っ

た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
５
は
、

現
在
の
委
員
会
原
案（
Ｃ
Ｄ
）

を
次
の
段
階
で
あ
る
国
際
規

格
原
案
（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）
に
進
む

か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
た

が
、
内
容
の
成
熟
度
や
分
か

り
や
す
さ
を
向
上
す
る
た
め

に
、
改
め
て
Ｃ
Ｄ
２
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
骨
子

を
ま
と
め
た
「
表
形
式
」
の

規
格
の
提
案
が
な
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
た
た
き
台
に
、

十
二
月
に
予
定
さ
れ
る
担
当

の
Ｗ
Ｇ
３
会
合
ま
で
に
Ｃ
Ｄ

２
作
成
を
目
指
す
。

Ｓ
Ｃ
１
で
は
、
環
境
の
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
品
質
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
同
時
改

定
に
つ
い
て
も
議
論
。
各
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格

の
共
通
部
分
の
整
合
性
向
上

を
進
め
る
共
同
技
術
調
整
グ

ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｔ
Ｃ
Ｇ
）
や
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
担
当
す

る
Ｔ
Ｃ
１
７
６
の
支
援
な
ど

を
通
じ
て
、
両
規
格
の
整
合

性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
決
め
た
。
た
だ
、
Ｊ

Ｔ
Ｃ
Ｇ
の
作
業
は
ま
だ
実
質

的
に
進
捗
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
当
初
二
〇
一
二
年
予

定
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

次
回
改
定
時
期
は
遅
れ
る
懸

念
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
と
覚
書

今
回
、
Ｓ
Ｃ
７
へ
の
格
上

げ
が
決
ま
っ
た
Ｗ
Ｇ
５
及
び

Ｗ
Ｇ
６
は
、
今
年
四
月
発
行

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

測
定
や
検
証
等
に
関
す
る
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
６
４
の
利
用
状

況
に
関
す
る
調
査
結
果
な
ど

を
検
討
。
一
層
の
利
用
促
進

を
目
指
し
て
、
持
続
可
能
な

開
発
に
関
す
る
世
界
経
済
人

会
議
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
や
世

界
資
源
研
究
所
（
Ｗ
Ｒ
Ｉ
）

と
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
締
結

す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。

環
境
ラ
ベ
ル
を
担
当
す
る

Ｓ
Ｃ
３
は
、
来
年
の
Ｔ
Ｃ
２

０
７
総
会
に
向
け
、
市
場
ニ

ー
ズ
や
今
後
の
作
業
計
画
な

ど
を
議
論
。
国
連
環
境
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
な
ど
他
機
関

で
作
成
さ
れ
て
い
る
環
境
ラ

ベ
ル
と
の
連
携
や
関
係
性
を

調
査
す
る
た
め
の
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
の
設
置
を
決
め
た
。

環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評

価
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

３
１
を
担
当
す
る
Ｓ
Ｃ
４
で

は
、
次
回
改
定
に
備
え
る
た

め
の
タ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
設

置
を
決
定
。
利
用
状
況
に
関

す
る
調
査
や
活
用
事
例
集
の

作
成
な
ど
を
行
い
、
次
回
総

会
で
予
定
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
改
定
の
必
要
性
も

含
め
報
告
す
る
計
画
。

環
境
効
率
提
案
へ
検
討

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
に
関
す

る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
４
０
及
び

１
４
０
４
４
を
検
討
す
る
Ｓ

Ｃ
５
も
、
改
定
の
必
要
性
を

次
回
総
会
ま
で
に
検
討
。
ま

た
「
環
境
効
率
」
や
「
カ
ー

ボ
ン
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」

の
両
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
新

規
提
案
を
行
う
か
ど
う
か
今

後
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。
前
者
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
が
、
後
者
は
米

国
な
ど
が
主
導
す
る
と
見
ら

れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
関
連
の
用
語
に
関

す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
５
０
は

最
終
国
際
規
格
原
案
（
Ｆ
Ｄ

Ｉ
Ｓ
）
を
作
成
、
八
月
末
ま

で
に
投
票
に
か
け
ら
れ
る
。

用
語
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
作
成
の
提
案
も
出
さ
れ

た
。
製
品
規
格
に
環
境
側
面

を
導
入
す
る
た
め
の
指
針
Ｉ

Ｓ
Ｏ
ガ
イ
ド
６
４
は
、
来
月

初
旬
に
も
Ｄ
Ｉ
Ｓ
を
回
付
予

定
。な

お
、次
回
総
会
は
来
年
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
か
エ
ジ
プ
ト
で

開
催
さ
れ
る
予
定
。

（第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行） 平成19年（2007年）7月25日（水曜日） （2）環境経営総合

Ｅ
Ｍ
Ｓ
段
階
的
導
入
指
針

気
候
変
動

作
業
部
会
を
格
上
げ

「
ビ
ジ
ネ
ス
志
向
」
目
指
す

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
で
会
員
制
組
織

「１人１日１kg」協賛企業

大阪ガスなど８社も

人
事
異
動

人
事
異
動 

人
事
異
動 

原
案
書
き

原
案
書
き
換
え
、

換
え
、　
年
頃
発
行

年
頃
発
行 

10

原
案
書
き
換
え
、　
年
頃
発
行 

10

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
０
７
北
京
総
会

事
務
所
移
転

環
境
省
は
、
大
学
生
や
大

学
院
生
を
企
業
の
環
境
管
理

部
門
や
化
学
物
質
管
理
部
門

に
派
遣
す
る
「
エ
コ
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
実
証
事
業
を
実
施
す
る
。

企
業
に
お
け
る
取
り
組
み
の

現
場
で
業
務
を
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
次
世
代
を
担

う
環
境
意
識
の
高
い
人
材
育

成
を
図
る
狙
い
。
来
月
十
七

日
ま
で
受
け
入
れ
企
業
を
、

同
二
十
四
日
ま
で
参
加
学
生

を
募
集
し
、
九
月
以
降
、
六

社
前
後
で
実
施
す
る
計
画
。

問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局

の
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
（
０

３
・
３
２
６
５
・
４
０
０

０
）
ま
で
。

企業約30社を始めNGO、個人など
合わせて計約100社・団体が参加
（左端は大和田氏、右端は井出氏）
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